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の
行
動
計
画
と
し
て
「
世
界
を
変
革
す

る
」
と
い
う
宣
言
の
下
、
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
17
の
目
標
と
1
6
9
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
る
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
S
D
G
s
）」
で
す
。

こ
の
行
動
計
画
の
実
行
に
あ
た
り
、

前
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
の
が
「w

e 

pledge that no one w
ill be left 

behind

（
我
々
は
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
こ
と
を
誓
う
）」
と
い
う
文
言
で

す
。地

域
福
祉
を
鑑
み
た
と
き
、
そ
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
網
の
目
か
ら

こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
誰
か
が
い
て
は

い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
障
害

者
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、
す
べ
て
の
人

が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
社

会
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
っ
て
い

こ
う
、と
い
う
の
が
、い
た
る
セ
ン
タ
ー

が
提
唱
す
る
、「
一
人
も
取
り
残
さ
な

い
」
福
祉
の
在
り
方
で
す
。

そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
一
つ

が
、「
障
害
者
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
（
共
同
生
活
援
助
）
の
拡
充
」
で
す
。

「
親
な
き
後
」
の
暮
ら
し
を
支
え
る
上

で
重
要
な
の
は
、
障
害
者
年
金
と
通
所

施
設
等
の
作
業
で
得
ら
れ
る
工
賃
、
そ

し
て
生
活
基
盤
と
な
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
す
。

い
た
る
セ
ン
タ
ー
で
は
、
杉
並
区
に

9
拠
点
・
定
員
57
名
、
世
田
谷
区
に
3

拠
点
・
定
員
30
名
、
練
馬
区
に
1
拠
点
・

定
員
10
名
、
合
計
で
東
京
都
23
区
内
に

13
拠
点
・
定
員
97
名
の
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
整
備
・
運
営
し
て
お
り
ま

す
が
、
次
年
度
は
さ
ら
に
、
杉
並
区

（
南
荻
窪
）
に
1
拠
点
、
世
田
谷
区

（
宇
奈
根
・
世
田
谷
一
丁
目
）
に
2
拠

点
、
目
黒
区
（
中
目
黒
）
に
1
拠
点
の

整
備
・
運
営
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
主
に
知
的
障
害
者
の

方
々
を
対
象
に
し
た
入
居
を
進
め
て
き

通
信

73

　�　　�「一人も取り残さない」
福祉の在り方 
谷山哲浩理事長

　�　　�誰一人取り残さない
社会を目指すために。
～持続可能な開発
目標＝SDGsとは～

　�　　�第1回福祉経営塾、
開催しました！ 
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の「一般社団法人ラ・
バルカグループ」 
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SDGsアワード 
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目次　contents杉
並
区
・
世
田
谷
区
・
目
黒
区
を
中

心
と
す
る
都
心
部
に
お
い
て
、
主
に
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
社

会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
は
、「
自

立
と
共
生
を
求
め
て
　
個
性
が
響
き
あ

う
　
し
な
や
か
な
社
会
」
を
理
念
に
掲

げ
、
都
市
型
の
地
域
福
祉
の
確
立
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
地
域
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
す
上
で
、「
揺
り
籠

か
ら
墓
場
ま
で
」
の
総
合
的
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
通
じ
、「
一
人
も
取

り
残
さ
な
い
」
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア

を
意
識
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拡
大
を

図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

2
0
1
5
年
9
月
に
開
催
さ
れ
た
国

連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、「
我
々
の
世

界
を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で

は
、
人
間
と
地
球
お
よ
び
繁
栄
の
た
め

い
た
る
賛
助
会
入
会
の
ご
案
内

　
「
い
た
る
賛
助
会
」
で
は
「
い
た
る
セ
ン
タ
ー
」

の
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
「
幸
せ
な
地
域
社
会
を
作
り
た
い
」
が
こ
の
会

設
立
の
趣
旨
で
あ
り
ま
す
。

年
会
費　
　

１
口
５
千
円
（
何
口
で
も
可
）

郵
便
振
り
込
み　

０
０
１
１
０ 

７ 

１
２
８
９
２

（
問
）
３
３
９
２-

７
３
４
６ 

事
務
局 

山
本
ま
で

2019年5月に開設予定の世田谷区宇奈根の新グループホーム。女性10名が利用できます。

「
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
」
福
祉
の
在
り
方

�

社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
　
理
事
長
　
谷た

に
や
ま山

　
哲て

つ
ひ
ろ浩
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ま
し
た
が
、
今
後
は
「
共
生
型
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
」
と
し
て
、
精
神
障
害
者
や

高
齢
者
な
ど
の
受
け
入
れ
も
し
て
い
き

ま
す
。

地
方
で
は
、
こ
ど
も
や
高
齢
者
、
障

害
者
が
ご
ち
ゃ
混
ぜ
で
暮
ら
せ
る
街
を

つ
く
っ
て
い
る
法
人
も
あ
り
ま
す
。
年

齢
、
性
別
、
国
籍
、
障
害
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
一
緒
に

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
は
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
な

り
ま
す
。

地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
の
よ

う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
え
て
い
く

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
す
こ
と

の
で
き
る
「
ミ
ニ
作
業
室
」
で
生
産
活

動
を
行
い
、
そ
の
販
売
が
行
え
る
「
ミ

ニ
シ
ョ
ッ
プ
」
を
併
設
す
る
「
共
生
型

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
が
あ
れ
ば
、
地
域

の
人
の
集
ま
り
の
場
に
な
り
ま
す
。
障

害
者
ば
か
り
で
は
な
く
て
高
齢
者
も
子

ど
も
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
存
在
自
体
に

意
味
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
関
わ
り

あ
う
こ
と
で
み
ん
な
元
気
に
な
っ
て
い

け
た
ら
、
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
で

し
ょ
う
。

い
た
る
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
活
基

盤
と
な
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
・

運
営
の
ほ
か
、
障
害
者
の
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
計
画
を
立
て
る
「
相
談
支
援
」、

社
会
生
活
上
必
要
不
可
欠
な
外
出
や

余
暇
活
動
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
「
移

動
支
援
」、
高
齢
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
調
整
を

行
う
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
を

よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

医
療
や
看
護
の
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
年
度
の
新
規
事
業
と

し
て
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
訪
問
看
護
と
は
、
ご
本
人
が
住

み
た
い
と
願
う
場
所
で
、
安
心
し
て

療
養
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
か
か

り
つ
け
医
師
の
指
示
の
も
と
に
、
専

門
の
看
護
師
が
自
宅
を
訪
問
し
、
生

活
の
質
を
尊
重
し
、
健
康
管
理
、
生

活
動
作
の
維
持
、
回
復
の
支
援
を
行

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
地
域
生
活
を
支

え
る
上
で
、
重
度
化
・
高
齢
化
に
対

応
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
も
図

り
な
が
ら
、「
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
」

福
祉
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

いたる式地域包括ケアシステム   ～SDGｓに貢献する事業展開が可能に～

「住まいの場」と「居場所」を提供するとともに、「働く場」も、「医療」も、「介護」も提供することで、
⬇

住み慣れた地域に住み続けることができる。

グループホーム

就労継続支援（A・B）

通所型生活介護

短期入所施設

移動支援

一般就労

相談援助事業

高齢者 障害者

リハビリ型
デイサービス

共生型
グループホーム

放課後等
デイサービス

保育園

訪問看護ステーション

目黒区のグループホーム、のぞみ寮

杉並区南荻窪にも、新たにグループホームを整備予定
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国
連
や
日
本
国
が
提
唱
す
る

S
D
G
s
の
5
つ
の
特
徴
の
中
か
ら
、

社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
は
ま

ず
、
そ
の
「
包
摂
性
」
に
着
目
し
ま
し

た
。「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い

う
「
包
摂
性
」
は
、
高
齢
者
福
祉
で
い

う
と
こ
ろ
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
考
え
方
に
似
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、「
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
生
活
を
人
生
の
最
後
ま

で
持
続
で
き
る
よ
う
に
、介
護
や
医
療
、

さ
ら
に
は
住
ま
い
や
生
活
支
援
と
い
っ

た
、
高
齢
者
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
一

体
的
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
」
の
こ
と

で
す
。
　

こ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
介
護
職
や

医
療
関
係
者
な
ど
の
多
職
種
が
連
携
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
そ
の

た
め
の
仲
介
役
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。ま
た
、公
的
な
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
な
く
、「
地
域
の
力
」
を

活
用
し
な
が
ら
高
齢
者
を
支
え
て
い
く

点
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。
社
会
福
祉

法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者

だ
け
で
な
く
、
障
害
者
等
も
含
め
た
形

で
、「
い
た
る
式
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
を
構
想
中
で
す
。
こ
れ
は
、「
住

ま
い
の
場
」
と
「
医
療
」「
介
護
」
に

加
え
、「
働
く
場
」
の
提
供
を
組
み
込

ん
で
い
く
も
の
で
す
。
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
、

必
要
と
す
る
医
療
や
介
護
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
に
働
く
場
の
提
供
に

よ
り
、
そ
の
潜
在
能
力
を
発
揮
し
、
一

度
き
り
の
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
福
祉
・
介
護
・
教
育
・

医
療
・
農
業
と
い
う
5
つ
の
事
業
ド

メ
イ
ン
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
的
課
題
の
解
決
に
取

り
組
む
「
い
た
る
百
年
構
想
」
を
、

法
人
設
立
45
周
年
の
際
に
発
表
し
ま

し
た
。
こ
の
「
い
た
る
百
年
構
想
」

の
実
践
的
な
ス
テ
ッ
プ
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
積
極
的
に
研
究
開
発
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

SDGs（持続可能な開発目標）の「世界を変えるための17の目標」

福祉 介護 

 

 

  

「いたる100年構想」  

SDGsに貢献する共生型事業展開 「誰一人取り残さない 」
いたる式地域包括ケアセンター構想

  
 

いたるセンターは障害分野だけではなく、５つの事業ドメインをもって、
総合福祉事業を目指します。

 

農業 医療教育

SDGs・5つの特徴 

いたるセンターの行動指針：誰一人取り残さない

普遍性 先進国を含め、全ての国が行動する

参画型 全てのステークホルダー（政府，企業，NGO，有識者等）が役割を

包摂性
人間の安全保障の理念を反映し、
「誰一人取り残さない」

統合性 社会・経済・環境は不可分であり、統合的に取り組む

透明性 モニタリング指標を定め、定期的にフォローアップ

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
を
目
指
す
た
め
に
。

～
持
続
可
能
な
開
発
目
標
＝
S
D
G
s
と
は
～

　「
S
D
G
s
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）」
と
は
、「
S
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t 

G
o
a
l
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」
の
略
称
で
あ
り
、
2
0
1
5
年
9
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
の
中
で
決
め

ら
れ
た
、
国
際
社
会
共
通
の
目
標
で
す
。「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
S
D
G
s
を
手
本
と
し
、
社
会
福

祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
は
新
た
な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　　　　　　 　 「感恩報謝（かんおんほうしゃ）」　
� 安岡正篤先生の言葉
「人は思えば思うほど、いろいろなお蔭で自分というものができていることが分かる。そこでこのいろいろなお蔭で
できた自分だから、いろいろ報いなければならない。われわれは天地の恩、人間の恩、道の恩、教えの恩など、あらゆ
る「恩」の中にあります。これに絶えず報いてゆくのが生活であります」（「安岡正篤　人生を変える言葉　～古典の活
学～」より
相手が理解できずに苦しむことや悩むことがあります。そんなときに助けになるのが、この感恩報謝の思想です。問

題が生じたら自分から先に折れ、相手に手を合わせて拝み、感謝するとき、こうした問題は乗り越えられていくように
思います。感謝の気持ちを忘れず、恩に報いる姿勢を貫くことで、私たちは真にその力を発揮することができるのです。

理事長の一言

安岡正篤
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第１回福祉経営塾、開催しました！
ピックアップ

いたる
良い仕事をして部下を育て、利用者の所得・工賃を上げる責務を果たす＝
そのための経営を学び実践！

社会福祉法人いたるセンターでは、公益事業として「社会福祉の増進
に資する人材の育成・確保に関する事業」を定款に掲げています。これ
を推進するのが、「エコール・ド・イタール」です。これまで、「介護職員初
任者研修」や「知的障害者移動支援従業者（ガイドヘルパー）養成研修」
を定期的に開催し、職員のスキルアップ、法人全体の支援の底上げを
行ってきました。今回は、平成30年度第4回職員研修の中で、法人初の
「福祉経営塾」を開催、グループリーダー以上の職員約30名が塾生とし
て参加しました。講義は、「就労継続支援B型の工賃アップと福祉収入の
連動」および「社会的課題解決と新規事業」について、谷山理事長自ら
熱弁を振るいました。講師は谷山哲浩理事長、塾生はグループリーダー以上の職員です

これまで「介護職員初任者研修」は、阿佐谷福祉工房やイタール成城を会場として、受講
生が通いながら講義を行なってきました。今後は、受講生の通学負担を軽減し、ITを駆使し
た通信教育講座への転換を図ります。さらに、国家資格の介護福祉士を目指せるよう、「介
護福祉士実務者研修」の通信教育講座開設も視野に入れています。 エコール・ド・イタール

いたるセンターの教育部門　　　　　　　　　　　　 の今後の取り組み「エコール・ド・イタール」

いたる広報委員
発行責任者＝谷山　哲浩
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ご意見・ご感想がござい
ま し た ら、 上 記 のFAX、
Eメール等でお声をお寄
せ下さい。
いたる広報委員まで。

社会福祉法人いたるセンターでは、その理念や活動を
広くお伝えするため、SNSを活用した広報活動を行
なっています。ぜひともフォローしていただき、たく
さんの「いいね！」をつけていただけるよう、情報発
信をしてまいります。

　  いたるセンターのFacebook＆Instagram

Facebook instagram

久遠チョコレート事業の「一般社団法人ラ・バルカグループ」

第2回ジャパンSDGsアワード内閣官房長官賞を受賞！
社会福祉法人いたるセンターの理事であり、久遠チョコ
レート事業の生みの親でもある、夏目浩次さんが代表を務
める「一般社団法人ラ・バルカグループ」が、第2回ジャパン
SDGsアワード・SDGs副本部長（内閣官房長官）賞を受賞し
ました。
ジャパンSDGsアワードは、持続可能な開発目標（SDGs）
達成に向けた企業・団体等の取組を促し、オールジャパン
の取組を推進するために、2017年6月の第3回SDGs推進
本部において創設が決定されました。SDGs達成に資する
優れた取組を行っている企業・団体等を、SDGs推進本部と
して表彰するもので、NGO・NPO、有識者、民間セクター、
国際機関等の広範な関係者が集まるSDGs推進円卓会議構
成員から成る選考委員会の意見を踏まえて決定されまし
た。今後もいたるセンターは、久遠チョコレート事業を積
極的に推進してまいります。 外務省 HPより


